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1[AnatolyD.Sheremet教 授(国 立 モ ス ク ワ大 学 、

ロ シ ア)の 短 期 招 請 に つ い て

商学部教授 森 章

ロシア連 邦 の 国立 モ ス ク ワ大 学 教 授 アナ トリー ・ダ ニ ロ ビイ チ ・シ ェ レメ ッ ト博

士 は、短 期 招 請 プ ログ ラ ムに よ り、1994年7月2日 に来 日 し、 約3週 間本 学 の客 員

教 授 と して滞 在 して、7月23日 に帰 国 した。 この間 に、 シ ェ レメ ッ ト教 授 は、7月

6日 には一 部 の学部 学 生 を対象 と した講 演 、7月7日 には教 員 と大学 院生 を対 象 と

した研 究 発表 、7月15日 に は二 部 の学 生 を対 象 と した講 演 を そ れぞ れ 行 った。

シ ェ レメ ッ ト教 授 は 、約35年 間 モ ス ク ワ大学 経 済 学 部 で講 師 、助 教 授 、教 授 と し

て 教鞭 を執 り、1955年 に は博 士候 補(準 博 士)、1971年 に経 済 学 博 士 、1972年 に経

済 学部 の会 計 部 門長 とな り、 また 、 この 間 に、 約40名 の研 究者 を育 て 、10人 以 上 に

博 士号 を与 え た教 育研 究者 で あ り、 そ して 、 「ロモ ノ ー ソ フ賞 」 を授 与 され た学 者

で あ る◇

シ ェ レメ ッ ト教 授の専攻 とす る研 究 分野 は会 計 学 で あ るが 、 教授 は この分野 で約

200編 近 い研 究 業績 を発表 して お り、 これ らの労 作 の1部 は、 ロ シア語 か ら翻 訳 さ

れ て、 旧東 ドイ ツ、 チ ェコ ス ロバ キ ア、 ブル ガ リア、 ハ ンガ リー、 ベ トナ ム、 そ し

て最 近 で は 、 ア メ リカ 、 フ ラ ンス な ど で も公 表 さ れ、 教授 は 、 国際 的 に も著 名 で あ

る。 と りわ け、教 授 の も っと もす ぐれ た研 究 と して は企業 の経 営 分析 に つ いて の労

作 を挙 げ る こ とが で き るが 、 ソ連 邦 崩 壊 後 の現 在 で も、 そ の労 作 は再 版 されて ひ ろ

く購読 され て い る。

また 、 シ ェ レメ ッ ト教 授 は、 「独 立 国家 共 同体(CIS)会 計 ・監 査 士協 会 」 と

「ロシ ア会 計 ・監 査 士協 会 」 の代表 者 で あ り、 また 、CISの 「会 計 に関 す る国際

調 整委 員会 」 の委 員 、 ロシア政 府 の 「会 計 ・監査 に 関 す る国 際 コ ンサ ル タ ン ト委 員

会 」の委 員 と して 活躍 して い る。 このた め 、 これ らの社 会 的 活 動 を とお して、教 授

は ロシ ア連 邦 内 だ けで な く旧 ソ連 邦 領 域 で も よ く知 られ て い る学 者 で あ る。 現在 、
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教授の所属す るこれ らの団体 や機関 は、 これ までの計画経 済の もとにあ った旧会計

制度 を改編 して、 これか らの市場経済に合 った新 しい会計 制度 を創 出す る課題 に取

り組 んでいるが、 この会 計改革 において、教授 は大 きな役 割を果 た してい るのであ

る。

本学 で行 われたシ ェレメ ッ ト教授の講演 と研究発表 は、教授 の長年 にわた って蓄

積 されてきた研 究の内容 と、新生 ロシアの会計改革での豊富 な現実の経験 とに もと

ついて行われた。 したが って、それは、極めて貴重な充実 した もので あ り、統一 テ

ーマ 「ロシアにおける会計改革」の もとで
、相互 に密接 に関連 した首尾一貫 した内

容 の ものと して実施 された。

7月6日 、11号 館32番 教室で行われた講演 のテーマは、 「ロシアにおける市場経

済への移行 と会計改革 」であ った。 この講演 では、教授 は、1991年 末 の ソ連邦崩壊

後 の新生 ロシアにおける世界史上初 めての計画経 済か ら市場経 済への移行 と、 この

移行期 にお ける新 しい企業会計 制度 の構築 のための諸 問題 を明 らかに した。そ して、

1)市 場経済 のもとで発生す る取 引を記 帳す るための勘定科 目表 の制定、2)こ の

勘定で把握 された会計 データを処理す るための会計基準の設定 、3)処 理 された会

計デ ータで企業の財政状態 と経営成績 を示す財務諸表の体系 と様式の決定 、4)作

成 し公表 され る財務諸表 に対す る公認会計士や監査法人 による監査のための法定監

査 制度 の創 出な どが必要 であることを強調 した。 その うえで、ひとつの整合性 のあ

る企業会計の フレームワークの 中に、財務会計 、管理会計 、原価計算 、税務会計 な

どをどの よ うに位置づ けよ うと しているかを示 した。

7、月7日 、駿河台研究棟第3会 議室で行われた研 究発表 のテ ーマは、 「ロシア企

業 と経 営分析 一生産能率 の総合 的評価の方法 を中心 として 一」で あった。 この研 究

発表では、第1回 の講演で指摘 した市場経済への移行期 にお ける会計上の諸問題 の

うち、 と くに企業の経営分析を とりあげて、教授が提唱す る生産 能率 の総 合的評価

の方法を明 らか に した。その内容 は、 『招請外 国人研究者講演録 』(1994年 度Nα3)

で公表 され てい るが、教授 は、資 源活 用の量 的指 標 と して、1)従 業 員 の数 、
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2)消 費 された労働対象 の量 、3)減 価償却の大 きさ、4)生 産用固定資産 の量 、

5)前 払 い した流動資産の量 を、また、質的指標 と して、1)労 働生産性、2)原 材

料効率 、3)固 定資産効率、4)流 動資産回転率 をそれぞれ とりあげ、そ して、ひ

とつのモデル を使 って、 これ らの指標 の相互関連 のもとでの生産能率 の総合的評価

を力説 した。

7月15日 、11号 館32番 教室で行 われた講 演のテーマは、 「ロシアにおける会計教

育 の課題」で あった。 この講演 では、教授は、新生 ロシアで市場経済 のための企業

会計制度が構築 されたと して も、 その制度 を円滑に運営 してい くには、 この制度 を

熟知 した多 くの会計人 がいなけれ ばな らない ことを明 らか に した。 そのため}こは、

新 しい会計知識 と高い職業倫理 をもった公認会計士 の輩出を図 ってい くと同時 に、

大学や社会 団体で の会計教育が重視 されね ばな らない ことを強調 した。そ して、現

在 、会計人 を、1)会 計 ・記帳係、2)会 計 ・技術士 、3)会 計 エ コノ ミス ト、

4)職 業会計 ・監査人 の4段 階に区分 し、 これ らの会計人 の研修、教育 、養成の各

プ ログ ラムが策定 され、 この計画 に沿 った活動が教育機関 や社会団体 で行 われてい

ることを示 した。

以上 のような シェレメ ッ ト教授 の一連 の講演 と研究発表か ら、われわれ は、計画

経済か ら市場経済への移行期 のロシアでは現在、敗戦直後 の 日本 の会計学界 と極 め

て類似 した状況下で、会計 の最 も根本 的な課題 の解決 に取 り組 んでいることを知 る

ことがで きた。 それは、世界史上稀 にみる体制転換 の過程 で垣 間みることがで きた

新生 ロシアの会計改革 の内容 と照 らして、 日本 などの先進資本主義諸 国ではすでに

解決済 みと思われがちな会 計のあ り方 を改めて考 えさせ られ る もので あった。そ し

て、会計 の理 論、制度、実務が いかに経済体制 によ って強 く影響を受 ける一方 で、

経 済体制が転換 すると、 「変 わる会 計」 と 「変 わ らぬ会計」 とがある ことを教 え、

社会科学 と しての会計学 の重要性を改めて認識 させ るもので もあった。

シ ェレメ ッ ト教授 の講 演 と研究 発表 には、他大 学 の教員 、本 学の教員、大学 院

生 、一部 ・二部 の学部学生が参加 したが、2回 の講演 には、会場 の教室か ら溢れ る
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ばか りの多数の学生が 出席 した。 この学生 たちは、 日頃あま り直接聞 くことのない

ロシア語 をとお して、ユ ーモアを交えた シェレメ ッ ト教授の話か ら、 ロシアの激変

した社会 の現実 を学 びっっ国際的感覚を養 っていた。

なお、本学滞在 中、シェレメ ッ ト教授 はっ ぎの場所 を訪問 ・見学 した。1つ には

日本公認会計士協会 の本部 を訪 問 した ことであ る。 ここでは、協会長を初 め とす る

役員 と懇談 し、 日ロの会計士協会 の相互交流が行 われた。2つ には日産 自動車村 山

工場 を見学 した ことで ある。 こ こで、教授は 日本経営 の現実 を直視 した。3つ には

西 日本 ロシア経済 ・財務会計交流 ミッシ ョンの会合 に参加 した ことで ある。 ここで

は、 日本 海を挟ん だ日ロ貿易の発展 や 日本か らロシアへの資本投資に とっては、両

国間の財務会計 の調和 が必要で あることが確認 され た。4つ は定例の会計研究会 に

出席 した ことである。 ここで、教授 を中心に して 日ロの会計学者間の学術交流が行

われた。5っ には、セ ンチュ リー監査法人を訪問 した ことで ある。 ここで は、法人

代表 者を初 めとす る役員 と懇談 し、教授 は日本 の監査 制度の あ り方に強い関心を も

っ とともに、 日ロの監査人 の相互交流が行われた。

なお また、今回の来 日の機会 に シェレメッ ト教授 か ら日本 では入手不可能であ る

貴重 な資料 の提供 を受 けたが、森章はその資料 を活 用 して ロシアにおける会計改革

についての論文 を 『明大商学論叢』誌 に発表す ることがで きた。

さらに、 シェレメ ッ ト教授帰国後の1994年8月 、森章は新生 ロシアに対 する知的

支援 の一環 と してモスクワで開催 された 日ロ国際会計基準 セ ミナーに参加 し報告 を

行 ったが、 このセ ミナーにはシェ レメ ット教授 のもとで教 えを受 けた多数 の研究者

も出席 された。そ こで再 び、 これ らの研 究者 と森章 との交流 が始 ま った。 こう し

て、 日ロの会計研究者 間の国際的な学術交流 の輪が着実 に広 ま りつつ ある。
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